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『新たな奉仕に踏み出そう
� ロータリーの次の百年のために』

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

創立 1986年

2021－22年度国際ロータリーテーマ

奉仕しよう　みんなの人生を豊かにするために

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦鈴木孝幸会長（今日の回顧、上手く出来ませんでしたが皆さんに伝わりましたでしょうか？会員の皆様、一

年間ありがとうございます。）
　◦須藤正樹幹事（今日は一年回顧でした。緊張しました。あと１週です。）
　◦大住由香里会員（鈴木会長、須藤幹事、一年間回顧ありがとうございました。）
　◦金田昇会員（先週末、日曜日にバイク愛好会の初ツーリング。楽しく参加できました。矢田部愛好会会長、

設営ありがとうございました。）
　◦永野文雄会員（鈴木会長、須藤幹事さん、一年間御苦労様でした。ありがとうございます。横田支店長栄転

おめでとうございます。新しい寺島支店長さんよろしく。西クラブを楽しみましょう。）
　◦富永章会員（鈴木会長、須藤幹事、１年間ご苦労様でした。横田さん福島で頑張って下さい。寺島支店長よ

ろしくお願い致します。）

第1716回例会
令和４年６月23日（18：30～19：30）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５１名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６５名

C  Ⓐの出席者数 ３０名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １２名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４２名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６３
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６６．６％

第1716回例会出席状況� （R４年６月23日)

東邦銀行人事異動の為（６月30日）

➡

横田俊郎会員 寺島由和会員



本日のプログラム
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■会長の時間� 鈴木孝幸会長
　皆さん、こんばんは。本日も皆様お忙
しい中、例会にご参加いただきまして大
変ありがとうございます。会長の時間も
残すところあと2回ということで、今日
は会長幹事の回顧が控えているというこ

とで、ちょっと手短にお話をしたいと思います。今回は
じまりに四つのテストを例会で歌いました、私がよく
判断基準で自問自答する4つのテストについてお話した
いと思います。今回行う会長回顧、どういった方法で
話そうかとか、どうすれば皆さんにいろいろこの一年間
を思い出していただけるかななんて、ここ数日間、仕事
の合間で考えておりました。昨年の吉野直前会長は、こ
の例会に来ている出席者全員一人一人について申し上げ
本当にすごい会長回顧をやりまして、本当は私もそんな
形式でやりたいなと思ったんですが、やると二番煎じに
なるのでちょっと格好悪いなあということと、あとはす
べて例会からこの一年間の事業、私が出たものもすべて
パワーポイントで紹介しながら喋ろうかななんて思った
んですが、時間が全然短くて、それは現実的じゃないと
いうこともわかりました。私は結局いろいろ考えて悩ん
だんですけども、委員会単位でこの後話していきたいと
思っています。そういったところでもいろいろ悩んだ
時も、やっぱり4つのテストについても考えていました。
先日まで仕事の話なんですけども、某町の小学校の児童
館を作るんですけども、そちらの設計プロポーザルの作
業を行いながらも本当に悩んでやっとまとめて、実は昨
日プレゼンテーションを行ってきて、まだ結果が出てい
ないというところなんですけども、そんな時もやっぱり
悩んだ時には4つのテストを考えていました。今年の例
会の開催についても、コロナ禍に翻弄されながらも結局
公式の休みは一度しか休むことはなくて例会を実施して
きたわけなんでありますが、開催に至るまでのその心の
葛藤が沢山ありました。いろんな先輩に相談しても、な
かなかやっぱり先輩方の判断基準もまちまちで、最終的
に私の判断で例会を実施するかやめるかというのも決定
していったわけでございます。こういった本当に仕事か
らロータリーまですべて、生活に至るすべて、いろんな
判断をする時は私は全部4つのテストを悩んだ時は自問
自答しております。真実かどうか。みんなに公平か。好
意と友情を深めるか。みんなのためになるかどうか。今
回の会長回顧も、例会の開催も、そして先程言いました
仕事も、4つのテストは万能であります。これって本当

に考えると癖になる項目でありまして、皆さんも是非基
本中の基本ですけども、やってみていただきたいと思い
ます。簡単ですけども、今回の会長の時間は4つのテス
トの話で終わらせていただきたいと思います。今日はよ
ろしくお願いいたします。

■幹事報告� 須藤正樹幹事
◦2021－22年度　ガバナー　志賀利彦：ウクライナへの

支援活動について
◦ガバナーエレクト　佐藤正道、次期地区公共イメー

ジ・IT委員会委員長　町田章、次期地区公共イメー
ジ委員会委員長　渡邊まりこ：クラブHP・SNS等ア
カウントの報告について（依頼）

◦第72回‟社会を明るくする運動”白河市実施委員会委
員長　白河市長　鈴木和夫：第72回‟社会を明るくす
る運動”白河市実行委員会内閣総理大臣メッセージ伝
達式の開催について（依頼）

◦白河ユネスコ協会会長　小野利彦：「平和の鐘を鳴ら
そう！」運動への参加について（依頼）

◦ガバナーエレクト　佐藤正道、米山記念奨学会委員長
　武島昭良、米山記念奨学学友会会長　チンタカク
マーラ：2022年学年度米山記念奨学生による体験発表
会のご案内

◦ガバナーエレクト　佐藤正道、次期地区研修リーダー
　石黒秀司、次期地区ロータリー財団委員長　田久昌
二郎：2022－23年度国際ロータリー第2530地区ロータ
リー財団「クラブ活性化ワークショップ」開催につい
て

◦ガバナーエレクト　事務局　佐藤直子：前期地区委員
会総会懇親会出席者についてのお願い

■委員会報告
◦鶴丸彰紀会員�

　少しのお時間いただきます。わたくし
の会社のほうで協賛活動しております、
子供に向けての活動ということで、昨年
もご紹介させていただきましたが、こち
らのチラシを皆様の引き出しの中に入れ

させていただきました。「子供の夢活」という活動で
す。先日、こちらのほうでもお話をさせていただきまし
たが、岡野誠、岡野塾という所が中心になってやらせて
いただいています。この内容のメインという私が考える
ところは、福島県の子供、白河の子供が安心して将来福
島県で勤められる状況を作りたいと私は思っています。
もうこの活動も2年目になりまして、各中学校、小学校
の子供たちと話す機会が本当にこの2年間増えました。
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子供たちが将来の夢として思ってること。ユーチュー
バーとかそういった有名な東芝、松下という話以外で、
将来君たちはどこに勤めたいかという話をすると、地元
で勤めたいという子供が非常に多かったです、私が思っ
てるより。将来は地元で勤めたいんだ、だけど地元でど
んな会社がどんなことをやってるのかを子供たちが触れ
る機会が全くない。自分の親の商売とか親戚の商売くら
いしか知りません。通学の途中の会社の名前、看板で
知ってるけど何やってるかわかりません。果たして我々
大人というのが、子供たちに向かってこんなことをやっ
てるんだよ。会社の紹介だけじゃなくて、地元の楽しさ
というのを知らせることができてるのかどうか。先程
言ったように、子供たちは東京に憧れてるとか、ユー
チューバーに憧れてるとか、それだけじゃありません。
それはただ単に目に付くからそういう商売したいなと
思ってるだけで、本心としては地元で働きたいんだとい
う子供が凄く多い。ということで、今回昨年に引き続き
倉の「倉美館」という大ホールを借りきってやらせてい
ただきますが、昨年までは参加費必要だったんですが、
今年は参加費完全無料で集めます。こちらのほうで、子
供たちに仕事に対する夢というのを大人が与えられれば
と感じて、私はこの動きを協賛させていただいておりま
す。このロータリーという中でも、子供に対する夢を与
える活動というのが皆
さんの心に響いていた
だければ嬉しいと思い
ますので、このチラシ
を置かせていただきま
した。もし、詳しい話
必要でしたら鶴丸あて
に声かけていただけれ
ばと思います。是非、
ご一読ください。お時
間いただきましてあり
がとうございます。

■本日のプログラム
一年回顧　会長、幹事
◦鈴木孝幸会長�

　それでは、会長の回顧をしたいと思い
ます。今年度一年間、「新たな奉仕に踏
み出そう　ロータリーの次の百年のため
に」をクラブ目標と定め活動をしてまい
りました。昨年は、日本にロータリーク

ラブができてちょうど100年。今年は101年目のまさに新
たな世紀に踏み出した大切な節目の年でありました。私

たちはその新たな100年にうまく踏み出すことができた
でしょうか。ここにこの一年を一緒に歩んでいただいた
メンバーの皆様に感謝しながら、一年を振り返ってみた
いと思います。まず、会場監督をしていただきましたＳ
ＡＡの皆さん。山口委員長をは　じめとした、佐藤、安
部、佐川、車田、緑川の副委員長の皆様、大変ありがと
うございました。毎週、気の抜けない大変な委員会です
が、忙しい中、皆さん交代で本当によくやってくれた
と思っております。昼の例会では、実は名札をＳＡＡ
が並べるんですけども、いつも吉田さんが影のＳＡＡと
なって頑張ってくれていました。吉田さんにも感謝を申
し上げたいと思います。続きまして、ビジョン推進研修
委員会、宮本委員長、佐藤委員、前原委員、渡部則也委
員の4名で構成された一年間頑張っていただきました。7
月18日に研修セミナーの出席は、8月5日の担当例会、宮
本委員長が中心となって頑張っていただきました。大変
ありがとうございました。また、私も出席した規定審議
委員会の資料もお渡しして引き継ぎもしていただきま
した。どうもよろしくお願いしたいと思います。プログ
ラム委員会、中目委員長、吉田副委員長、上杉委員、前
原委員の4人の委員会です。今年もコロナ禍に翻弄され
まして、9月のホームミーティングの開催の変更で、佐
川庄司さんの卓話となったり、佐藤清作先生に卓話をお
願いしたり、終盤にも私のわがままで急遽ホームミー
ティングを開催すると決めたので、他にもいろいろ調整
を沢山お願いしまして、一年間大変ご迷惑をおかけした
と思っております。その都度、ぐずぐずも言わずうまく
調整してくれた中目委員長をはじめ、委員の皆様にここ
で感謝を申し上げたいと思います。出席委員会、山田委
員長、瀬谷副委員長、鶴丸委員、石部委員、鈴木信教委
員の5名ですね。今年は初めての100％ズーム例会を開催
する際にズームの準備ができていないメンバーの把握
や、その方々の出席していただけるように、割り付けを
していただいたり、ズームでの出席者も数を数えていた
だいたり、何かと手間のかかった委員会だったと思いま
すけども、一年間しっかり対応していただきまして、大
変ありがとうございました。続きまして親睦委員会、鶴
丸委員長、藤田副委員長、運天委員、瀬谷委員、井上委
員、吉成委員、増子委員、永山委員、水上委員、石川委
員、白岩委員、沼田委員。新人も入りまして、12名の委
員会であります。7月の納涼例会から始まりまして、来
週まだまだ仕事は残っています。会長幹事慰労会、しか
も今年ＩＭがありましたから、今年は本当に出番が多
かったと思います。本当に大変な委員会だったと思いま
す。馬力のある鶴丸委員長と、アイディアの藤田副委員
長、そして百戦錬磨の運天委員がけん引役となって、メ
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ンバーの皆さん本当に一年間よく頑張ってくれたと思い
ます。来週も会長幹事慰労会もありますが、最後までよ
ろしくお願いしたいと思います。シスター委員会、堀田
委員長、関谷副委員長、金田委員、山田委員の4名で構
成されて一年間頑張っていただきました。今年は、姉妹
クラブの交流がほぼほぼ復活してきましたので、いろい
ろメンバーは大変だったと思います。コザの60周年は堀
田委員長は行けなかったんですけども、コザが白河に来
られた際には、しっかり対応していただきましたし、深
谷に訪問の際も堀田委員長も関谷委員も金田ガバナー補
佐も出席していただいて、委員会として我々をしっかり
サポートしてくれました。シスター委員会のおかげで、
今年も素晴らしい姉妹クラブの交流ができました。大
変ありがとうございます。会員増強委員会、兼子委員
長、吉成副委員長、金田委員、増子委員ですね。今年度
は2人の入会を果たせたんですけども、なかなか本当に
会員勧誘は厳しいなと感じた一年でありました。会員増
強委員会のメンバーではないんですけども、居川パスト
会長が本当に会員増強に尽力いただきまして、グラン
ディの総支配人の女性の方ですけども、我々でアプロー
チしに行きましたが、残念なことに入会にはなりません
でした。兼子委員長もレディロータリアンの集いとかに
出席して頑張って委員会活動してもらいましたが、結果
が出ませんでした。多分、来年は今年不完全燃焼だった
ので、来年も委員会を離れても会員増強には力を貸して
くれるのかなと期待をしております。続きまして、ロー
タリー情報委員会、鳴島委員長、中目副委員長、吉野委
員ですね。今年は私のわがままで、ロータリー情報担当
例会を最後の最後にホームミーティングの発表例会に変
更してしまいまして、大変ご迷惑をおかけいたしました。
鳴島委員長には、それなりにご準備いただいていたとは
思いますが、この場をお借りしてお詫び申し上げたいと
思います。続きましてクラブ会報委員会、運天直人委員
長、永野副委員長、渡部勝也委員、三瓶徹委員でありま
した。運天委員長はシスター委員長かと勘違いしており
ましたが、今年は委員会遅延もなく週報を発行していた
だき、本当にありがとうございました。特に私はフェイ
スブックを更新しているんですけど、その時に使う写真
を毎週、遅れなく送っていただいて大変助かりました。
ありがとうございました。ここで委員だった三瓶会員に
ついて、ちょっと振り返らせていただきます。11月7日
の例会は、三瓶会員の葬儀と重なって休会といたしまし
て、会員の沢山の皆さんに弔問いただき、またお葬式の
手伝いをしていただきました。現役会員で、しかも54歳
という若さで他界されたことは、私も会員の皆様も相当
ショックな出来事だったと思います。私は今年度が始ま

る直前に、三瓶会員に電話連絡をしていまして、「来年
度は是非参加できるといいね、待ってますよ。」と言い
ましたら、三瓶君は「孝幸さん、本当に出られなくて申
し訳ありません。」と本当に気遣いながら言ってくれた
言葉が今でも心に残っております。私が三瓶会員を今年
度もクラブ会報委員会に配属した理由は、クラブ会報の
文章の校正確認とかは家でもできますし、そういった確
認作業を通して少しでも例会の様子が三瓶君に伝われば
いいのかなと思いましての配属でありました。運天会員
をはじめとしたクラブ会報委員会メンバーの皆様、三瓶
君のぶんも頑張っていただき、本当に一年間ありがとう
ございました。続きまして雑誌広報委員会、大竹憂子委
員長、仁平委員長、富永委員ということで、月に一度の
「ロータリーの友」の報告、大変ありがとうございまし
た。ほぼほぼ、大竹委員長が一年間、ロータリーの見ど
ころを紹介していただきました。忙しい中、責任を全う
していただきまして大変感謝しております。大竹委員長
をはじめ、会員の皆様、一年間本当にありがとうござ
いました。ＩＴ委員会、阿部委員長、鈴木典雄副委員
長、諸橋会員、小山会員、十文字会員、井上会員という
ことで。本当にＩＴ委員会はこの一年間例会の事前作業
が大変だった委員会でありました。誰よりも早く会場に
入ってハイブリット例会の準備を行ってくれました。始
めの頃は、うまく音が出なくてトラブルもあったんです
けど、終盤、諸橋委員が中心となって問題解決をしてく
れて、先程まで素晴らしい安定感を見せていたんですが、
今回の例会ではとうとう音楽を鳴らすことが出来なくて、
ちょっと私悔しい思いをしておりますが、またそれは解
決は来年に続けて、次の委員長に引き継いで続けていっ
ていただきたいと思います。本当に阿部委員長をはじめ
とした委員会メンバーの皆様、一年間大変でございまし
た。お世話になりました。ロータリー財団委員会、矢田
部委員長、村上副委員長、片倉委員、安部委員、諸橋
委員の5名でございます。ロータリー財団委員会の皆様、
一年間大変お世話になりました。特に、矢田部委員長は
地区の財団に出向していただきまして、また来年の財団
資金の調達に尽力いただきました。高畠次年度でも、今
年度同様、財団の補助金を利用した事業ができるのは矢
田部委員長のおかげであります。委員会の皆様、大変お
世話になりました。また、ポール・ハリス・フェローは
佐藤清作先生と金田ガバナー補佐に出していただき、私
も出すつもりだったんですけども、今年は目標額を達成
しましたので、来年私が協力して来年も目標額を是非達
成したいと思います。続きまして米山奨学会委員会、池
田委員長、渡部則也副委員長、湊委員、藤田委員ですね。
今年の米山奨学生ですけども、年度初めの奨学生の受け
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入れの情報がちょっとうまく伝わっておりませんで、藤
田龍文会員が奨学生の世話人を受けますよと言っていて
くれてたんですけども、受け入れが結局できませんでし
た。それは本当に残念に思います。米山の寄付は、池田
委員長と金田ガバナー補佐と、あとわたくしで目標額を
達成させていただきました。池田委員長をはじめとした
委員の皆様、大変お世話になりました。スマイルボック
ス委員会、大住委員長、根本副委員長、藤田委員、石部
委員ですね。スマイルボックス委員会も、毎週報告があ
る本当に大変な委員会であります。大住委員長をはじめ
とした委員の皆様、交代交代でやっていただきまして大
変ありがとうございました。今年の目標額は、133万円
に設定しているんですけども、先日の委員会回顧で大住
委員長のほうから127万になっていることを聞きまして、
もうすぐ達成できるなと嬉しく思っています。コロナ禍
の中、スマイルしにくい100パーセントズーム例会も4回
あったということで、この金額を集められたということ
は本当にすごいことかなと思っています。大住委員長を
はじめとしたスマイルボックス委員会の皆さん、どうも
本当にありがとうございました。社会奉仕委員会、村上
委員長、遠藤副委員長、小林委員、佐川委員ですね。社
会奉仕委員会の今年度の活躍は、なんといっても村上委
員長の鳴り物入りで実施した事業でありますロータリー
奉仕デーの「誇れる町プロジェクト」であります。金田
ガバナー補佐のもと、県南分区8クラブが全て参加して
行われる事業は、県南分区初めてのことでありまして歴
史的な事業となりました。そんな事業を我々西クラブが
主管して行いましたのは、本当に良かったことと思って
います。村上委員長をはじめとした委員の皆様、どうも
ありがとうございました。職業奉仕委員会、齋藤委員長、
上杉副委員長、桜岡委員、湊委員ということで、齋藤委
員長からは年度初めには、東京証券取引所に行きたいと
か、最先端のスマート農場を見学に行きたいとか、あと
は国会にも上杉謙太郎議員のつてで国会を見に行きたい
というような、結構面白そうな企画を目白押しでいたん
でありますけども、実際コロナ禍の中、なかなか東京に
行くタイミングがつかめないでおりました。結局、行け
ずじまいでありました。ですが、1月に「株式会社フジ
機工」の近藤専務さん。石川会員と同じＪＣメンバーの
お友達ですね。今、頑張っている若手女性企業人の方に
お話をいただけたのは非常に良かったかと思っています。
齋藤委員長をはじめとした委員の皆様、大変お世話にな
りました。ありがとうございました。国際奉仕委員会、
青木委員長、十文字副委員長、成井委員という形です
ね。本当はここで音楽が流れれば、「栄光の架け橋」を
流したかったんですけど、皆さん心の中で演奏しながら

聞いてください。35周年のミャンマーランドセル事業の
居残りというか、青木国際奉仕委員長は今年度再登板で
ありましたが、実はそればっかりじゃなくて、実は私も
コロナ禍や内戦が収まっていれば、海外交流事業や実際
にミャンマーにランドセルを届けて行ってみたいと思っ
ていましたので、そういった場合、やっぱり青木委員長
は行動力があるので頼りになるなという形で今年度委員
長になってもらった次第であります。最終的に、上杉謙
太郎会員の紹介で「ジョイセフ」様にランドセルを託す
ことができたので、肩の荷が下りたという感じでありま
す。ランドセルを横浜まで運んだ吉野直前会長、居川直
前35周年実行副委員長、成井パスト会長。あと、青木委
員長、大変お世話になりました。来年、アフガニスタン
の子供たちから嬉しい連絡が入る予定であります。楽し
みにしたいと思っています。ありがとうございました。
青少年奉仕委員会、藤田委員長、島田副委員長、松永委
員、緑川委員ですね。青少年奉仕委員会の一番の思い出
は、やはり財団の補助金を活用させていただいた白河第
二小学校の楽器寄贈事業でありました。寄贈当日は、藤
田龍文委員長と諸橋直前財団委員長、須藤幹事と私の4
人で学校に行ってまいりました。諸橋さんが自身が修復
したホルン3台と新たに購入したホルン1台寄贈してまい
りましたが、器楽部の子供たち50人くらいがその寄贈で
我々を出迎えていただきまして、我々も心温まる本当に
記憶に残る寄贈式となりました。藤田委員長をはじめと
した委員会の皆様、諸橋直前財団委員長、大変お世話に
なりました。ゴルフ愛好会の皆様には、ゴルフの下手な
私を一年間会長会長と盛り上げていただき感謝しており
ます。何度か私もポケットマネーで商品も提供させてい
ただきましたけども、新年度の取り切り戦でも景品を出
せと、成井会長のほうから命令でございますので、カツ
アゲだと思って最後までご協力させていただきたいと思
います。一年間大変お世話になりました。ありがとうご
ざいます。そして、歴史文化研究愛好会、関谷会長には、
今年度二度も例会に貢献していただきました。一度目は、
藤田龍文君の藤田記念博物館の佐川学芸員に谷文晁の話
をいただき、二度目は渋沢栄一と松平定信について中目
さんの話を聞きたいということで、中目さんに卓話をい
ただきました。二度の例会とも、非常に興味深くてなか
なか聞けない話でありました。関谷会長をはじめ。歴史
文化研究愛好会の皆様、ありがとうございました。あと
は野球愛好会ですね。野球愛好会の活動は、今年度コロ
ナ禍で数度の練習しか活動ができなかったとの回顧を聞
いております。今年度はひょっとして、年度初めは甲子
園に行くのかななんて私も期待しておったところですけ
ども、吉田監督またの機会でよろしくお願いしたいと思
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います。スキー愛好会です。恒例の蔵王交流会は、残念
ながら我がクラブの有志だけでの実施でありましたが、
1日目蔵王、2日目天元台に移動するという、私は初天元
台ですごい超深い雪面を滑るという経験をさせていただ
きまして、非常に思い出深い楽しいスキーとなりまし
た。鶴丸会員が一時参加したいとの話があったんですけ
ども、申し訳ないんだけども我々にはついていけないと
思うから、今回は我慢してねと申し上げました。まさに、
鶴丸会員と一緒に天元台に、あのすごいもう1メーター
50以上の深い雪面に行ったら、多分天元台の雪の中に置
き去りにするところだったと、当時は振り返ってホッと
していたものでありました。鶴丸会員は来年はちょっと
修行していただいて、是非一緒に蔵王に行きたいと思い
ます。よろしくお願いします。佐藤幸彦会長、愛好会の
皆様、大変お世話になりました。バイク愛好会は、今年
度発足しました。先日、矢田部会長の段取りで無事に初
ツーリングに行ってまいりました。矢田部会長、金田副
会長、そして佐藤会員、私の4名のロータリーメンバー。
それと、3名のゲストで、南会津の桧枝岐までちょっと
距離は近いんですけども、初めてということで250ccの
佐藤幸彦さんもいたので、ちょっとそんな感じで近場と
いうことで行ってきました。ところが、佐藤会員250cc
のバイクで行ったんですけども、大型バイクと走っても
遜色ない走りで、正直びっくりしました。さすが、内緒
だったんですけども新車のＧＴＲをサーキットに持ち込
んで壊すだけの人だなと、本当に実感した次第でありま
す。矢田部会長、今度は幸彦さんが走れることがわかっ
たので、是非遠慮なく距離を伸ばしてロングツーリング
を企画してくださいますよう、よろしくお願いいたしま
す。委員会単位で回顧をさせていただきましたが、最後
にＩＭですね。会場は「グランドエキシブ那須白河」本
当にフルスペックでの開催でありました。言うまでもな
い素晴らしい吉田実行委員長を中心とした実行委員会の
まとまりと、西クラブメンバーの底力を垣間見た感じで
ありました。ガバナー補佐のリーダーシップのもとに、
コロナ禍の落ち着いた本当に狭間で、最高のＩＭを開催
できたというのは大変ではありましたが、本当に嬉しい
ことでありました。金田ガバナー補佐、吉田実行委員長
はじめ、メンバーの皆様、大変ありがとうございました。
このように、いろいろ振り返りますとコロナ禍という未
曾有の環境の中で、一年間よく本当にこういったこうい
うふうに力強くロータリー活動を続けられて来たのかな
と思いました。ひとえに、会員の皆様方のおかげでござ
います。まさに、新たな奉仕に踏み出すことができた一
年と、手前みそではありますが実感しております。最後

になりますが、一年間この未熟者の会長を支えてくれた
会員の皆さん、そして事務局の吉田さん、ここにはいま
せんが私の家内と会社の職員たちに感謝いたします。そ
して最後に忘れちゃいけない、日々仕事で忙しい中、一
年間ロータリーを最優先で私を支えてくれた相棒の須藤
幹事に、心から、心から、もう一回言います。心から感
謝いたしまして、会長の一年回顧といたします。皆様の
ご清聴、ありがとうございました。

◦須藤正樹幹事�
　本年度は白河西ロータリークラブ鈴木
孝幸会長の下幹事を任されました。話を
受けたときは軽い気持ちで断る理由も見
つからずいつものはい喜んで受けました。
まずは親睦活動委員会から始まり、副幹

事その時にSAAの委員も受けました、運天SSAのもと
幹事には必要なことを教わりました、幹事の前にSAA
委員やってよかったと思います。前幹事は、兼子幹
事、続いて堀田幹事と素晴らしい幹事の後なのでプレッ
シャーがとてつもなほどでしたが、同じ事は出来ないと、
決めて幹事の職に就きました。最低限休まず出席しよう
と思いました。が2回ほど車田副幹事に変わりをお願い
しました。
3年目のコロナ過ではありますが蔓延の状況次第でした
が例会では初めての100％ZOOM例会を開催いたしま
した。IT委員長が前年度から継続してきたおかげで休
むことなく例会が開催されました。地区研修協議会は
WEB会議、地区大会は多くの参加を望みましたが3名が
出席出来た大会でした。なお深谷ノースロータリークラ
ブ様との交流も出来ましたし、コザローラリークラブ様
とも交流も出来ました、県南分区インターシティミー
ティングではホストとなり100人越えの開催も出来まし
た。久しぶりの大きな大会、懇親会が出来参加した皆様
も喜んでいました。人前で話すことが得意ではない自分
でしたがどうにかやれたかな？と思います。鈴木孝幸会
長の下幹事をやれて良かったです。頼ってばかりで迷惑
おかけしました。有り難うございました。30日に会長幹
事慰労会、そして決算が残っていますが、皆様のご協力
のお陰で無事終了することが出来ると思います。本当に
1年間有り難うございました。


